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	 我々は、乳児用ミルクを中心に、妊婦･乳児･幼児用の各種栄養食品を設計･製

造･供給するとともに、それぞれの栄養に関する情報提供や指導を行っている。

乳児用ミルクの栄養設計においては、母乳の成分組成を参考にしながら、母乳

栄養児に近い成長や発達が得られることを目指す。近年は、DOHaD の概念の広が

りとともに、ミルクを飲む間の発育だけでなく、離乳、成長後、さらには加齢

後の健康や疾病への影響についても留意する観点の重要性が高まっている。	 

	 乳児期を中心として妊娠(胎児)期や幼児期の栄養環境がどのような DOHaD 的

影響をおよぼし得るかを評価するのに、我々は、哺乳量発育調査、ヒト乳児で

の哺育試験、母子コホート調査等に取り組んでいる。しかし、ヒトでの直接的

な情報が得られる可能性がある一方で、得られる評価指標が限定的になりがち

で、長期的視野で評価をするには障壁が大きい等、DOHaD 的観点での評価として

得られる情報は必ずしも多いとは限らない。そのため、動物を使った評価にも

取り組んでおり、これまで、ラットを用いた妊娠期の栄養の評価系や、数種の

ラット人工哺育技術を使い分けた乳児栄養の評価系等を活用し、栄養環境の

DOHaD 的影響の評価を進めてきている。今回は、これらの検証例と得られた興味

深い知見のいくつかを紹介したい。	 

	 

	 

	 

	 	 


